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技
用
漸
減
の
法
則
、
こ
其
系
に
就
い
て

有

井

-冶

品
川
用
漸
減
の
法
川
川

い
は
ゆ
る
波
川
と
は
、
特
定
心
経

hmRmに
よ
っ
て
定
の
叫
円
、
が
笥
ら
ず
と
さ
れ
る
物
質
的
宇
飛
の
桜
山
川
、
印
ち
一
定
最
の
財
が

共
の
近
川
川
的
陀

M
し
て
ム
竹
川
た
り
と
さ
れ
る
ー
度
合
を
一

VAO
従
っ
て
放
川
は
戎
似
の
外
的

t
た
は
自
然
的
な
刊
賀
、
邸
ち
財
の
物

四
的
な
い
し
化
凡
r
的
目
賀
を
指
稲
ナ
る
も
心
で
は
な
い
か
ら
、
巨
視
的
な
概
念
で
あ
る
。
と
と
ら
が
斯
の
如
主
投
川
は
、
或
る
経
済

ド
卜
U

剛
山
の
経
昨
生
前

k
の
必
要
ま
た
は
欲
求
を
充
足
せ
む
が
民
に
川
出
ち
れ
る
と
と
る
の
、
或
川
川
の
放
凡
止
が
仙
川
H

加
す
る
に
従
っ
て
漸
次

活
山
叫
ナ
る
も
の
で
、
北
川
辺
己
の
矧
向
は
殻
則
市
減
心
決
川
(
亡
者

L
2
5
5
ω
-
z
A
2
2
3
)
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
。

い
ま
、
成
る
経
済
生
前
仁
の
一
必
要
吉
た
は
欲
求
を
充
込
す
ろ
民
民
、
伎
町
ま
た
は
消
究
さ
れ
る
財
が
順
次
に
遁
加
さ
れ
る
時
は
、

全
怖
の
川
川
の
北
川
は
絶
創
的
に
は
増
大
ず
る
け
れ
ど
も
、
作
治
加
単
位
白
川

ω
妓
川
口
川
和
針
的
に
は
減
少
す
る
と
感
ぜ
ら
れ
る
。
例

へ
ば
一
例
心
情
…
よ
り
も
二
腕
の
伎
、
二
一
例
心
似
よ
け
も
問
的
判
町
山
伎
が
、
交
に
多
く
の
放
川
を
付
ず
る
の
で
あ
る
け
れ
円
も
、
順
弐
に

追
加
せ
ら
れ
た
る
作
一
椀
の
伎
は
、
同
等
の
設
川
を
作
ず
る
も
の
と
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
で
、
漸
共
に
遁
減
し
て
陪
〈
も
の
と
考
へ
ら

れ
ろ
。
そ
の
全
開
の
放
川
を
全
部
奴
川

(
F
Z
Z
-一目白河
)

L
」
名
制
け
、

1
2
4吐
を
構
成
す
る
総
て
の
早
位
の
内
で
、
最
後
に
逗
加
せ
ら

れ
た
る
部
分
、
即
ち
最
終
の
治
加
早
仙
の
妓
川
有
限
界
放
川

2
F
A
E
-
-
E一
三
と
呼
ぶ
時
は
、

全
部
数
聞
は
限
界
一
投
川
忙
単
位
数

致
川
漸
時
由
法
問
、
」
以
一
品
に
就
い
て

第
五
十
八
笹

ハ
O
九

'
第
五
蹴

者I1著、自由f時格ミ統制{河崎、第二軍部ー節豊服。
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同
じ
-c 
は
な
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し
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市
主
ナ
凡
寄

ノ、

O 

第
五
披

全
日
ぜ
を
織
成
ず
ぺ
く
順
共
に
迫
加
せ
ら
れ
た
る
各
車
位
の
漸
次

亡
時
日
時
昨

3
t日
〉
刷
、
h
u
t
h
y
-
J
1

1
q
I
L
4
1
J
A
i
-
υ

制
干

μ
1
1
し

結
納
巴
於
い
て
限
界
枝
川
が
絶
無
L
」

克
に
荒
川
さ
れ
る
は
の
故
坑
が
榊
川
せ
ら
れ
石
川
は

な
る
乏
で
波
川
直
減
均
削
向
は
現
れ
る
も
の

C

任
問
引
は
に
封
し
て
謂
は
ゆ
る
非
妓
川

内
ほ
共

k
に
川
川
の
披
止
を
遁
川
ず
る
時
は

-
n
H
A
-
-
H
2
7イ
一
山
に
じ

か

tJQ非
殻
川
も
ま
た
財
の
故
円
札
が
府
加
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
漸
次
佐
川
脳
同
ー
す
る
も
の
と
考
へ
る
乙
と
が
山
川

来
る
。十

行
し
点
ろ
一
稚
内

k
mが
使
川
士
た
は
消
沈
す
る
け
の
般
市
主
、
停
止
ま
た
は
減
少
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、

モ
札
は
品
中
口
叫
小
の
叫
河
川
そ
し
か
持
た
ぬ
と
認
め
る
段
後
の
追
加
m

単
位
の
放
川
、
叩
ち
北
(
川
川
の
限
界
と
な
ろ
で
あ
ら
う
。

し
か
も
各

市
川
の
材
ば
川
イ
の
円
切
お
よ
び
敬
世
が
同
一
で
あ
っ
一
」

日
つ
完
全
に
相
圧
に
代
悼
し
作
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
成
る
怒
川
問
主
慨
が

使
川
士
た
は
市
川
川
河
せ
む
が
鴻
に
、
北
川
九
位
向
ほ
潟
市
交
す
ろ
と
ブ
小
川
L
t
一
主
決
む
す
べ
苛
基
準
と
な
る
妓
川
は
、
北
、
川
の
限
界
技
用
た
ら
ざ

ろ
を
ね
た
い
の
で
あ
ろ
。

か
く
の
如
ぐ
使
川
士
た
は
消
役
さ
れ
る
財
作
一
の
披
川

T
乞
机
均
し
く
濡
千
円
一
川
中
山
伊
一
順
弐
に
遁
加
す
る
昨
は
、
そ
の
附
加
単
位
の
殺
加

は
漸
次
叩
消
滅

r'了
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
全
世
主
排
成

T
7
q
口
北
初
の
車
杭
に
判
ナ
司
令
技
川
が
J
M
に
長
大
た
り
し
F

一
言
ム
E
と
が
川
古
滑

な
い
。
士
主
北
川
叫
が
一
定
の
使
川
左
い
し
消
党
の
日
的
内
瓜
に
は
、
偽
り
に
小
な
ら
数
量
陀
於
い
て
阻
一
へ
ら
れ
る
時
は
、
そ
の
早
位

の
は
に
封
し
で
は
品
川
ん
HF
一
何
等
の
北
川
を
す
刊
泌
め
ら
れ
な
い
己
と
が
あ
る
。
共
出
が
何
等
か
の
殺
川
を
認
拍
ら
れ
る
忙
遁
世
な
る
数

R
3
7
L
2
4
0
〉
三

2
5ニ
に
於
い
て
肌
(
へ
ら
れ
た
右
後
、

問
吠
に
等
し
き
早
川
此
口
五
宛
が
附
加
せ
ら
れ
る
場
合
に
、
始
め
て
此
の
法
川

が
山
川
現
す
，
勺
の
で
あ
り

児
に
口
判
例
は
制
介
に
包
改
な
直
広
中
一
以
っ
て
枝
川
が
湖
町
噌
し

見
に
共
の
遁
川
円
一
川
主
的
川
大
し
て
始
め
て
殻

川
淵
減
の
仰
向
が
川
呪
す
る
場
合
も
あ
る
。

こ
れ
を
般
的
に
凡
て
故
川
漸
械
の
法
川
が
行
は
れ
る
が
お
に
は
、
(
ご
或
は
を
消
費

R. Seligman， l~rincipJes of Econ印刷出. 8th. erl.， New York， 19[9， p. 176， 
177， 179. r81，事事P.R。
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主
た
ほ
使
川
ず
る
に
沼
山
口
同
な
る
扱
量
を
曜
日
ー
と
す
る
と

h
、
(
二
叶
λ
一
財
を
消
費
ま
た
は
使
川
十
る
に
必
要
注
る
一
定
期
間
内
な
る
己

と
、
(
三
)
北
川
に
封
し
諸
嬰
青
が
同
一
態
度
を
維
持
す
る
乙
左
、

四
)
需
要
者
の
欲
求
に
影
響
す
る
壊
境
に
何
等
の
建
化
な
き
己

と
、
等
の
諸
保
件
主
必
要
と
す
る
ロ
枝
問
漸
減
の
法
則
が
、
唯
だ
食
卓
に
の
み
安
世
ず
る
(
コ
己
句

Z
E
E
-
o
『

2
2
M
O
F
E
Z
-
z
z
o
)
と

い
ふ
が
如
き
批
評
は
、
け
だ
し
斯
る
前
提
諸
保
件
の
吟
味
を
等
間
四
川
附
す
る
も
凸
で
あ
る
、
と
一
一
首
ふ
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

技
用
淑
滅
。
遁
皮
は
、
或
財
が
如
何
な
る
種
類
の
必
要
ま
た
は
欲
求
の
充
足
に
川
ひ
ら
れ
る
か
に
依
っ
て
異
る
。
例
へ
ば
或
財
が

共
の
時
々
の
瞬
間
的
な
欲
求
を
充
す
震
に
用
び
ら
れ
る
か
、
叉
は
耐
久
力
に
乏
し
〈
し
て
貯
蔵
に
唱
え
宇
、
そ
の
用
途
が
限
定
さ
れ

て
ゐ
る
場
合
に
は
、
此
財
の
殺
用
は
比
佼
的
急
速
に
涯
減
ず
る
。
と
れ
に
反
し
て
将
来
。
必
要
ま
た
は
欲
求
D
震
に
別
ひ
ら
れ
耐
久

力
が
あ
り
、
そ
の
別
途
が
限
定
さ
れ
て
ゐ
な
い
財
貨
の
場
合
に
於
い
て
は
、
そ
の
放
川
は
比
較
的
に
綬
慢
た
漣
度
主
以
っ
て
遁
減
す

る
。
土
た
生
現
的
な
必
要
の
充
足
子
段
た
る
財
貨
は
前
者
に
嵐
し
、
精
岬
的
た
欲
求
の
充
足
手
段
た
る
財
貨
は
後
者
に
局
す
る
。
而

し
て
需
要
債
格
に
就
い
て
決
定
的
な
も
の
は
、
或
財
の
最
も
貴
要
た
ら
ざ
る
用
途
に
於
け
る
共
の
限
外
放
別
で
あ
る
。

品
同
ほ
殺
川
漸
減
の
法
則
に
就
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
す
ベ
で
の
財
貨
は
経
済
生
活

k
D
必
要
ま
た
は
欲
求
の
直
接
的
友
充
足
手
段

た
る
と
共
に
、
間
接
的
に
は
同
時
に
所
有
慾
の
針
象
た
る
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
食
糧
品
が
遁
常
な
る
数
量
に
於
い
て
順
次
陀
興
へ

ら
れ
る
時
は
、
前
逃
せ
る
如
く
各
単
位
の
妓
川
は
哲
ら
〈
は
増
加
し
て
一
定
限
度
に
達
し
た
る
後
、
印
ち
普
通
の
扶
態
の
下
に
於
い

て
は
、
漸
減
の
傾
向
を
示
し
て
結
儲
妓
泊
の
絶
無
制
に
達
し
、
尚
ほ
共
の
充
用
を
酬
相
続
す
る
時
は
、
非
殻
刑
た
る
苦
痛
を
一
生
守
る
と

と
が
明
ら
か
で
あ
る
u

け
れ

E
も
之
を
斯
の
如
〈
直
接
的
な
欲
求
。
充
足
手
段
と
の
み
巧
ふ
る
こ
と
な
く
、

E
れ
を
所
有
慾
の
劃
象

と
し
て
視
る
時
は
、
殺
川
が
絶
恒
…
'
ど
在
る
が
如
き
と
と
は
考
へ
ら
れ
友
い
。
現
代
の
経
怖
生
活
陀
於
い
て
隈
外
致
用
が
絶
無
と
認
め

ら
れ
る
の
は
、
板
め
て
少
数
の
調
は
ゆ
る
自
由
財
忙
闘
す
る
場
合
医
限
ち
れ
て
ゐ
る
。
し
か
も
入
の
所
有
慾
は
無
限
で
あ
り
、
す
ペ

設
用
隔
世
白
法
則
さ
其
掃
に
就
い
て

第
五
十
八
巻

式

第
宜
競

S. J. Chapman， Outlines of Polltical Economy， New Imp.， London， 1929， 
P.3oets 
F. B. GarveT， & A. H. Ha口語en，-Principles of Economics， Bosion， 1928， rey 
ed.， 1937， p. 141 
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設
用
漸
涜
白
法
則
之
其
果
に
就
い
て

第
五
十
凡
容

第
五
説

立身

六

て
の
財
貨
は
北
九
の
自
然
的
在
住
質
上
か
ら
占
有
し
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
を
除
き
、
常
児
所
有
田
針
象
と
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従

っ
て
使
用
主
た
は
消
費
せ
む
が
矯
収
所
有
せ
ら
る
与
に
非
宇
し
て
、
或
財
の
所
有
そ
の
己
と
を
目
的
と
し
て
所
布
の
針
象
と
さ
れ
る

場
合
に
は
、
放
川
は
漸
減
せ
や
し
疋
却
っ
て
漸
増
す
る
と
観
る
べ
き
例
外
的
な
現
象
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
例
へ
ば
好
事
家
の
蒐
集

癖
白
針
象
と
な
れ
る
財
貨
や
、
守
銭
奴
の
金
銭
に
封
ず
る
が
如
き
は
之
で
あ
っ
て
、
経
済
生
活
上
の
手
段
た
る
財
貨
が
そ
れ
自
身
目

的
と
見
倣
さ
れ
た
場
合
で
、
財
貨
が
北
ハ
白
佐
賀
を
樽
換
さ
れ
た
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら
ね
。

さ
て
、
財
貨
が
共
の
本
来
の
目
的
ず
左
は
ち
消
費
ま
た
は
使
用
白
目
的
を
以
っ
て
充
則
さ
れ
る
場
合
に
行
は
れ
る
と
い
ム
殻
用
漸

減
の
法
川
は
、
そ
の
常
然
在
る
展
開
友
い
し
系
と
し
て
種
々
の
法
則
を
導
〈
、
と
考
へ
る
己
と
が
出
来
る
と
信
子
る
。
私
は
以
下
そ

の
一
一
、
三
に
就
い
て
考
察
し
ゃ
う
と
息
ム
ロ

限:

界
致
用
均
等
の
法
貝Ij"

市
究
財
の
殺
刑
の
賓
現
に
就
い
で
放
問
漸
減
。
法
則
が
行
は
れ
る
乙
と
は
、
前
項
に
於
い
て
述
ペ
た
如
〈
で
あ
る
が
、
か

h
Z
法

則
が
行
は
れ
る
結
川
市
と
し
て
、
我
々
が
一
定
。
消
提
財
に
到
し
て
持
つ
欲
求
も
亦
、
同
様
に
共
財
の
数
量
を
増
加
す
る
に
従
っ
て
、

そ
の
緊
切
皮
を
減
少
す
る
謬
で
あ
る
。
と
己
ろ
が
現
代
田
経
済
社
舎
に
於
い
て
は
、

己
れ
等
の
欲
求
が
市
場
で
有
殻
左
せ
ら
れ
る
矯

こ
れ
に
一
定
の
時
買
力

(
H
W
F
E
E
S
m
F
5
4
を
作
ふ
必
要
が
あ
る
。
此
種
の
欲
求
す
友
は
ち
謂
は
ゆ
る
有
建
需
要
(
開
F
5
4
0

《
是
正
一
)

H
V
O
M
M
d
E
L
)

の
み
が
問
題
と
た
る
の
で
あ
Z
が、

と
み
晶
、

i
l
 

い
ま
之
を
斯
る
意
味
の
需
要
に
就
い
て
見
て
も
亦
全
く
同
様
で
、

の
消
提
財
そ
腕
入
す
る
伐
に
提
供
ず
る
債
格
の
程
度
、
印
ち
一
定
白
人
が
一
定
の
消
費
財
に
針
し
て
有
す
る
欲
求
の
強
度
は
、
そ
の

一
定
の
人
が
一
定

鵬
民
主
主
祈
加
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
減
少
す
る
。
故
に
我
々
の
消
費
需
要
は
決
し
て
或
る
一
種
の
消
費
財
白
み
に
集
中
せ
ら
る
L

拙著、自由慣格さ統制憤栴、第二章第三節および第三節参照。



一
定
の
北
例
の
下
正
成
〈
夜
々
の
財
貨
の
上
に
配
分
せ
ら
れ
る
。
治
も
我
々
が
貨
幣
所
得
を
支
出
し
て
必
要
と
す
る
消

費
財
を
腕
入
ず
る
場
合
に
は
、
何
人
で
も
殺
川
の
最
大
な
る
財
を
先
づ
選
探
す
る
。

己
と
な
く

し
か
し
如
何
に
共
財
の
殺
用
が
え
で
あ
っ
て

も
、
そ
り
購
入
数
量
を
増
加
す
る
に
従
っ
て
、
そ
の
迫
加
分
(
吋
ロ
2
3
0
旦
)
の
抜
刷
は
漸
次
に
漣
減
ず
る
に
至
る
か
ら
、

そ
の
購
入
数

円
買
が
或
る
程
皮
に
法
し
た
後
は
、
更
に
同
一
財
を
腕
入
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
他
財
を
俳
人
し
た
方
ち
更
に
大
な
る
殻
用
主
亨
受
し

得
る
現
で
あ
る
。
放
に
我
々
の
消
費
需
要
は
、
そ
の
支
出
し
件
る
貨
幣
所
得
が
大
と
な
る
に
従
っ
て
、
最
も
必
要
な
財
か
ら
比
較
的

必
長
な
ら
ざ
る
財
へ
と
究
第
に
共
の
範
闘
を
蛾
訴
し
、
か
く
て
共
の
貨
幣
所
得
を
ぽ
種
々
の
財
貨
D
購
入
に
芳
首
す
る
。
今
そ
の
比

例
が
如
何
に
決
定
さ
れ
る
か
と
い
ふ
に
、
同
一
金
制
の
貨
幣
で
腕
入
し
得
ら
れ
る
諸
穏
の
財
貨
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
車
位
の
限
界
放
用

が
互
に
平
均
し
、
更
に
そ
れ
が
同
一
金
額
の
貨
幣
の
限
凶
作
殺
川
と
平
均
す
る
、
と
い
ふ
と
と
ろ
を
以
っ
て
穂
市
と
す
る
。
と
れ
が
普

通
に
隈

A
放
別
均
等
の
法
川

(tJ〈。『
H
H
A

三
i
Z司拘
M
g
-
d
F
M
Z
F
c
m志向
N
a
E
〉

5
E
g
o
-
z
a
2
P
E
N閃
E
F
z
n
)
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
で

〔
注
一
一
)

あ
る
が
、
そ
れ
は
償
格
を
以
っ
て
秤
主
せ
ら
れ
た
る
加
重
限
非
加
乱
用
均
等
の
法
別
で
あ
り
、
要
す
る
に
殻
則
漸
減
法
則
白
首
然
の
師

結
で
あ
る
、
と
言
ふ
と
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

(
詑
一
)
ヂ
ド
は
日
〈
、
『
需
要
供
措
り
皆
川
が
完
全
に
行
は
る
込
場
合
に
於
い
て
も
、
こ
の
法
則
は
少
L
も
川
ス
テ
イ
ア
の
意
味
し
た
る
が

、

、

、

〉

如
き
調
和
的

(
r
2
5
0
D
Z
c
m
)
な
も
の
で
は
な
い
、
け
だ
し
川
阿
佐
は
一
般
的
か
つ
規
範
的
意
時
に
於
け
る
放
用
さ
は
何
等
の
闘
係
を
も
持
っ
て
ゐ
な
い

こ
ず
一
を
見
準
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
ロ
こ
の
法
則
は
生
産
な
ら
び
に
職
業
を
ば
、
人
々
の
良
白
欲
求
に
従
ワ
て
配
分
す
る
も
D

に
は
訓
ず
し
て
、
人
々

4
 

の
世
主
充
足
り
活
に
提
供
せ
む
三
す
る
又
は
提
供
し
得
る
欲
望
さ
例
措
さ
に
従
っ
て
配
分
す
る
も
の
で
あ
る
』
さ
。

(
誌
二
)
或
J

制
神
主
惜
の
消
費
資
力
を
在
宅
し
、
極
々
。
用
品
に
向
け
ら
れ
る
其
の
部
分
を
ば
♂
ア

3

・
之
す
れ
ば
、
吋

H
M
+〕
?
寸

N+

い
君
、
存
費
用
♂
ア
N

か
ら
作
ら
れ
ろ
殻
周
目
部
分
を
ば
、

f
w
g守
口
、
.
さ
す
れ
ば
、
安
田
如
き
場
合
に
享
受
せ
ら
か
る
放
用
が
最
大
芯

L
S
A

斗
Z
P
、

L
Z
J
W

な
ろ
。
即
ち
け

L
[
1
1
1

a
M
!
I
C
4
ι
!
l
-
N
 

教
川
漸
世
白
法
則
之
其
系
に
就
い
て

第
五
十
凡
巻

傍
五
蹴

三五

Chapman， op. cit.， p・44; R. Liefmann， All!;l::mt:in巴 Volk~wirt5chaftslehre，
2. Aufl.. Leipzig u. Bediロ， 1927. S. 102，等参照。
F. Bastiat， :H:armonies economiques， 1850を指ナ(引用者)。
Ch. Gide. Principes d'economie politique， 24e ed.， Paris， 1923， p. 157 
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波
川
淵
滅
。
法
則
て
弗
系
に
就
い
て

第
五
十
ぺ
審

六

回

務
五
雄

六

こ
れ
が
限
界
放
川
均
等
法
則
自
数
吊
的
な
表
現
で
あ
り
、
又
そ
り
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
法
則
は
最
大
全
部
教
用
の
法
則
(
F同
省
邑
冨

z-Esd

.
-
三
巳
口
三
三
)
又
は
消
費
者
俸
制
判
長
大
刀
法
則

(
H
b
4
2『

Z
E
M
E
E
ロ
円
。
ロ
E
5
2
J
同
河
口
与
さ
も
吋
ぷ
こ
だ
が
向
車
る
。

h

川
ほ
比
刀
法
則
が
行
は
れ
る
が
お
に
は
、
(
一
)
貨
幣
所
得
に
捜
化
な
き
こ
芝
、
(
二
)
他
の
則
貨
に
卸
す
ゐ
得
延
に
品
開
化
な
き
こ
芝
、
〔
(
三
)
官
該
財
に

H
A
J
P
J
1
0
料
消
主
控
目
欲
求
に
控
化
な
き
こ
之
、
ー
い
ふ
コ
一
つ
の
前
提
惜
件
を
必
要
ご
ナ
る
。

か
ぐ
の
如
〈
孜
々
の
貨
幣
所
得
は
、
限
界
放
川
の
均
等
を
烈
準
ー
と
し
て
諸
種
の
財
貨
の
需
要
に
配
分
せ
ら
れ
る
白
で
あ
る
が
、
我

を
は
間
半
に
現
布
に
於
い
て
行
動
す
る
の
み
左
ら
や
、
ま
た
将
来
に
就
い
で
も
考
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
我
々
が
種
々

D
財
貨

を
脱
入
す
る
鴻
に
、

そ
の
貨
幣
所
得
を
配
分
す
る
に
際
し
て
は
、
浪
々
は
宮
忙
種
矧
の
閥
係
に
於
い
て
之
を
現
在
に
配
分
す
る
り
み

で
友
〈
、
者
た
時
の
聞
係
に
於
い
て
之
主
将
来
に
も
配
介
す
る
。
換
言
せ
ば
我
々
は
共
の
貨
幣
所
件
の
全
部
を
ば
、
直
ち
に
現
在
に

於
い
て
利
川
し
得
る
消
費
削
川
の
=
市
妥
に
集
中
す
る
己
と
た
く
、
若
し
或
る
程
度
士
で
現
住
の
必
要
を
充
足
し
得
た
た
ら
ば
、
そ
の
所

中
の
一
部
を
ぽ
時
前
来
陀
振
常
て
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
時
川
の
閥
係
に
於
け
る
需
要
の
配
分

E
決
定
す
る
M
m
準
は
如
何
?

時
の
聞
係
に
於
け
る
消
貨
需
要
の
配
分
も
亦
、
前
の
場
合
ム
」
同
岐
に
限
界
放
川
の
均
等
を
細
川
準
と
し
て
行
は
れ
る
。
け
だ
し
一
定

め
泊
費
財
に
針
す
る
我
々
の
欲
求
は
、
雷
に
北
(
の
股
走
者
増
加
す
る
に
従
っ
て
漣
滅
す
る
の
み
な
ら
宇
、
現
在
を
去
る
時
間
的
距
離

の
犬
き
さ
に
従
つ
で
も
亦
遁
減
ず
る
。
従
っ
て
杢
〈
同
巴
射
で
あ
っ
て
も
、
現
在
の
消
究
に
若
山
向
さ
れ
る
も
の
と
比
佼
す
れ
ば
、
将

来
の
消
沈
に
充
首
さ
れ
る
も
の
程
そ
の
放
川
は
遁
滅
す
る
。
即
ち
財
の
殻
刑
は
数
是
と
時
間
と
の
二
方
向
に
於
い
て
逓
減
す
る
。
モ

れ
故
に
抗
々
は
共
の
貨
幣
所
得

E
ば
、
先
づ
現
在
の
欲
求
を
充
足
す
る
が
鴻
に
使
川
す
る
け
れ
ど
も
、
岨
叫
に
或
る
程
度
ま
で
現
在
の

必
要
を
芳
足
し
得
た
な
ら
ば
、
そ
の
所
得
の
一
部
分
を
ば
帰
来
。
必
要
を
充
ず
鴻
に
利
川
す
る
と
伺
時
に
、
所
得
そ
の
も
の
を
ぽ
購

買
力
と
し
て
保
辞
す
る
と
と
も
あ
る
。
そ
し
て
所
件
の
現
花
器
よ
ぴ
将
来
に
封
ず
る
振
常
て
の
刻
合
は
、
限
界
波
川
の
均
等
を
楳
準

と
ず
る
己
と
に
よ
っ
て
、
現
在
に
主
〈
帰
来
に
至
る
詰
こ
れ
を
次
第
に
腕
〈
ず
る
の
で
あ
る
。

Gn.rver and Hansen， op. cit.， p. 147-148， 毒事照。5) 



か
く
の
如
き
閥
係
か
ら
、
我
々
の
所
得
は
現
在
と
附
来
と
に
保
首
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
北
(
内
で
現
在
の
字
架
に
充
首
せ
ら
れ

七ド「

一一
一十和昭競巻七回議論済同

世

(
さ
寄
樹
せ
ら
れ
日
つ
も
ゅ
は
、
消
究
か
ら
簡
約

(
2
3
3
5与
さ
れ
た
所
得
か
、
或
は
白
鮪
的
支
た
は
人
局
的
な
原
因
に
基
づ
〈
ざ
こ
ろ
の
、
傍
剰
・
ぺ

生
産
物
い
か
貯
蓄

(
Z
2
)
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
刺
し
簡
約
お
よ
び
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
所
得
が
、
軍
に
怖
約
お
よ
び
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
に
止
ま
る
時
就

は
、
退
蔵
(
一

E
E
)
さ
れ
た
憤
他
に
過
ぎ
な
い
o
印
ち
強
制
お
よ
び
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
所
得
が
蓄
積
せ
ら
れ
、
克
に
資
本
川
市
せ
ら
れ
て
生
産
的
蓄
積
之
散

な

ろ

禿

本

化

せ

ら

れ

ざ

る

蓄

積

は

消

費

的

帯

積

に

過

ぎ

な

い

自

で

あ

加

。

一

叩

レ
u勤流の

=。
安
棚、〉

稿
貌

胡
月

る
こ
と
は
消
費
(
の
2
5
2
1
2
)
で
あ
り
、
将
来
の
亨
柴
に
振
向
け
ら
れ
る
の
は
帯
杭
写
2
5己
己
主
ロ
)
で
あ
る
。
消
費
財
の
内
で
持

続
M
B
Z
H
M
Z
o
口
3

0

r

)

と
附
刑
さ
れ
る
も
の
、
例
へ
ば
衣
服
・
家
屋
等
は
食
物
・
燃
料
等
の
狭
義
の
一
消
費
財
と
具
り
、
帥
附
十
却
に
於
け
る

字
架
の
要
素
を
合
む
で
ゐ
る
コ
故
に
此
種
の
財
貨
を
腕
入
す
る
乙
と
は
、
或
る
程
度
の
蓄
積
を
窓
味
す
る
。
似
し
己
れ
等
の
財
貨
は

既
に
生
活
旧
作
を
出
て
消
費
界
に
入
っ
た
も
の
で
あ
り
、
他
財
を
生
産
す
る
俣
の
手
段
と
は
友
ら
友
い
の
で
あ
る
か
ら
、
此
附
拙
か
ら
言

へ
ば
我
々
が
北
九
の
所
得
を
此
種
の
財
貨
に
蓄
積
し
た
こ
と
は
、
貨
は
食
物
・
燃
料
等
の
消
費
財
を
貯
蔵
す
る
の
と
異
る
と
と
ろ
が
た

ぃ
。
そ
れ
放
に
之
主
治
究
的
有
街

(
t
-
2
5
1
5
r
2
Z
Z吉
田
)
と
呼
む
で
民
義
の
消
費
の
内
忙
合
ま
し
め
、

ち
生
応
的
者
杭

(
F
L
E
5
〉

ZEE-戸
73)
か
ら
出
別
ず
る
。

狭
義
の
蓄
積
す
左
は

い
は
ゆ
る
生
市
町
的
蓄
積
と
は
、
節
約
沿
よ
ぴ
貯
蓄
せ
ら
れ
た
る
所
得
が
蓄
積
さ
れ
、
更
に
資
本
化
(
門
戸
三
回
E
J
さ
れ
る
己
と
を
言

ふ
。
か

iJQ
資
本
化
は
各
経
済
主
憾
の
立
場
か
ら
矧
れ
ば
、
現
代
の
社
合
に
於
い
て
は
種
々
の
過
程
を
活
じ
て
行
は
れ
て
ゐ
る
け
れ

ど
も
、

こ
れ
を
枇
合
ス
ザ
一
飽
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ば
、
資
本
化
さ
れ
た
所
得
は
生
産
財
に
訓
ず
る
新
た
た
需
要
の
増
加
と
危
う
て
現
れ

で
来
る
n

生
活
財
の
生
産
部
門
に
於
い
て
生
底
せ
ら
れ
る
も
の
は
、
即
ち
此
の
持
要
に
際
ぜ
む
が
矯
の
も
O
で
あ
る
。
今
そ
の
割
合

を
決
定
す
る
標
準
と
在
る
も
の
は
、
時
を
異
に
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
の
消
費
財
の
限
界
放
肘
が
、
そ
の
所
得
聖
蓄
積
せ
む
と
す
る

各
経
済
主
悼
の
立
場
か
ら
槻
て
、
互
に
共
の
均
衡
を
保
つ
忙
至
Z
貼
で
あ
る
。
け
だ
し
生
産
財
は
結
極
に
於
い
て
直
接
ま
た
は
間
接

放
用
漸
世
白
法
則
さ
其
系
に
就
い
て

停
王
披

セ

第
五
十
八
巻

/、

五

o) 



教
用
漸
減
由
法
則
之
其
系
に
就
い
で

第
五
十
凡
巻

六
一
六

第
五
蹴

"、

に
、
消
費
財
を
生
産
す
Z
震
の
手
段
に
渇
ぎ
左
い
か
ら
で
あ
る
。

己
れ

P
要
T
る
忙
、
種
組
お
よ
び
時
聞
の
開
係
に
於
い
て
、
互
に
異
る
種
々
の
財
貨
に
針
す
る
消
費
需
要
の
割
合
、
従
っ
て
叉
吐

舎
の
生
涯
力
が
己
れ
等
の
財
貨
の
生
庄
の
筋
に
配
分
せ
ら
れ
る
割
合
は
、
そ
れ
等
の
財
貨
の
限
界
放
刑
が
各
個
の
需
要
者
の
立
場
か

ら
見
て
、
互
に
共
の
均
畑
聞
を
保
つ
却
を
楳
準
と
す
る
、
と
い
ふ
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
此
事
は
消
費
財
に
就
い
て
行
は
れ
る
と

言
は
れ
る
と
己
ろ
の
、
放
用
漸
減
法
則
の
営
然
の
展
開
で
あ
り
腕
結
で
あ
る
に
過
ぎ
左
い
。

生
産
力
漸
減
お
よ
び
限
界
生
産
力
均
等
の
法
則

い
は
ゆ
る
税
制
の
漸
増
士
た
は
不
同
借
り
法
則
、
従
っ
て
生
古
川
費
の
漸
減
ま
た
は
不
獲
の
傾
向
は
、
生
理
教
量
の
増
大
が
或
る
限
度

に
遣
す
る
迄
O
も
の
で
あ
っ
亡
、
如
何
注
る
産
業
に
於
い
て
も
報
酬
従
っ
て
生
産
費
は
結
叡
漸
増
す
る
己
と
は
、
周
〈
承
認
せ
ら
れ
・

て
ゐ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
此
事
は
主
と
し
て
突
の
知
事
ヨ
事
由
に
よ
る
。
却
も
(
ご
憾
で
の
構
成
産
業
に
利
用
さ
れ
る
資
材
は
採
取
産

哨
止
が
供
給
す
る
も
の
で
、
し
か
も
採
取
産
業
に
は
普
通
の
事
情
の
下
忙
於
い
て
、
報
酬
漸
減
す
た
は
ち
生
産
費
遁
増
D
法
則
が
行
は

れ
て
ゐ
る
己
と
、
二
一
)
繍
て
の
産
業
に
於
け
る
生
涯
財
の
集
約
的
利
用

即
ち
共
の
能
率
靖
迭
に
は
一
定
の
限
度
が
存
在
す
る
E

と
、
(
=
一
)
い
は
ゆ
る
大
量
生
活
に
は
企
業
経
皆
上
か
ら
一
定
の
限
度
が
あ
る
こ
と
、
等
と
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
一
定
の
限
度
を
超
え

た
大
規
関
経
骨
が
、
却
っ
て
非
、
の
能
率
を
低
下
せ
し
め
る
忙
至
る
の
は
、
(
一
)
過
大
経
替
に
於
い
て
は
殴
得
費
が
却
っ
て
相
掛
的
に

多
制
と
な
る
こ
と
、
(
二
)
経
皆
各
出
円
明
の
聯
絡
が
複
雑
と
怒
り
従
っ
て
誤
解
を
生
b
易
い
と
と
、
(
三
)
経
曲
目
の
統
制
・
指
揮
・
手

続
等
が
繁
雑
と
な
る
た
め
却
っ
て
究
川
を
増
加
し
能
率
を
偲
下
せ
し
め
る
こ
と
、
(
四
)
資
任
感
の
弛
緩
ま
た
は
依
如
が
起
り
易
い

E

と
等
で
あ
る
。
己
れ
等
の
事
情
は
縛
て
生
産
党
選
減
の
限
界
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

生
産
費
の
遁
減
は
営
に
生
曙
投
術
に
依
存
す



る
の
み
友
ら
宇
、
企
業
経
品
河
口
全
般
に
担
問
ず
る
傾
向
な
る
己
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

さ
て
従
来
に
於
け
る
品
乱
用
と
い
ふ
言
葉
ほ
、
専
ら
直
接
的
な
消
費
上
の
殻
川
市
を
指
得
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
れ
を
横
充
し
て
間
接

的
な
生
直
的
攻
問
を
も
含
ま
し
め
る
友
ら
ぽ
、
報
酬
遁
減
従
っ
て
生
産
費
遁
帥
H

の
傾
向
は
、
生
直
的
放
用
す
左
は
ち
生
産
力
漸
減
の

法
則
に
他
た
ち
ゃ
、
そ
れ
は
妓
川
漸
減
法
則
の
一
一
安
現
と
見
倣
す
己
'
ど
が
出
来
Z
で
あ
ら
う
。
そ
れ
故
に
限
界
設
用
均
等
D
法
則
と

同
じ
く
、
限
界
生
躍
力
均
等
O
法
則
が
導
か
れ
得
る
理
で
あ
る
。

一
揖
叫
に
ク
ラ
1
ク
は
、
吐
合
白
全
問
問
医
於
け
る
各
種
。
生
護
要
素
、
例
へ
ば
資
本
と
持
働
と
右
一
括
し
て
考
へ
、
己
れ
等
主
封
立
せ

し
め
る
己
と
に
よ
っ
で
、
各
生
産
財
の
慎
格
決
定
の
機
榊
を
明
ら
か
に
し
ゃ
う
と
す
る
。
例
へ
ば
枇
舎
の
全
奏
本
主
一
定
の
も
白
と

し
て
、

己
れ
に
結
合
さ
れ
る
と
己
ろ
の
努
働
を
順
次
に
増
加
せ
し
め
て
ゆ
け
ば
、
最
初
白
部
分
。
持
働
ほ
h
r
」
生
産
力
大
に
し
て
、
最

終
の
限
旧
公
吊
位
の
持
働
の
生
産
力
は
、
報
酬
漸
減
の
法
則
に
従
っ
て
最
小
で
あ
る
。
か
く
O
如
〈
枇
舎
に
存
在
す
る
限
り
白
勢
働
の

限
界
草
位
の
生
産
力
に
よ
っ
て
、
持
働
の
岡
山
値
従
っ
て
債
格
す
註
は
ち
努
貨
が
決
定
せ
ら
れ
る
と
-
T
ロ
ム
。
け
だ
し
努
賃
が
こ
れ
以
上

又
己
れ
以
下
と
在
れ
ば
企
業
ぽ
利
径
を
増
加
せ
し
め
む
が

と
な
れ
ば
、
企
業
者
は
持
働
者
の
一
部
分
を
解
峰
せ
怠
け
れ
ば
左
ら
や
、

鴻
に
、
持
働
舟
の
争
奪
を
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。
尚
ほ
此
際
に
資
本
は
持
働
の
多
少
に
際
b
て
最
も
有
利
に
生
濯
を
皆
む
や
う
に
、

い
は
ゆ
る
資
本
財

(
P百三
pvhr)
の
内
容
も
亦
改
め
ら
れ
る
も
白
と
す
る
。

と
れ
を
恨
現
す
る
と
と
る
の
、

右
の
場
合
と
同
様
に
、
持
働
を
一
定
の
も
の
と
し
て
、

己
れ
に
結
合
さ
れ
る
資
本
を
漸
次
に
増
加
し
て
ゆ
く
時
は
、
資
本
の
限
旧
作

生
濯
力
、
従
っ
て
資
本
利
子
が
定
め
ら
れ
得
る
と
一
言
ふ
。
け
だ
し
資
木
利
子
が
若
し
之
よ
り
も
小
で
あ
れ
ば
、
資
本
O
需
要
が
増
加

ず
る
で
あ
ら
う
し
、
叉
も
し
之
よ
り
も
大
で
あ
れ
ば
、
企
業
の
縮
小
・
資
本
需
要
の
減
少
を
生
巴
て
、
勃
れ
の
場
合
に
於
い
て
も
利

子
は
、
資
本
の
限
界
生
産
力
の
大
き
さ
に
戻
る
で
あ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。

設
用
漸
時
四
法
則
さ
其
系
に
就
い
て

第
五
十
八
巻

第
五
揖

百

七

ブL

拙著、自由債格さ統制偵格、六O頁参照。
J. B. Clark，Di:slribut1on of Wealth， Neザ York， 1931， Chs.XII-XIII. 2) 



設
用
漸
時
。
法
則
三
其
系
に
就
い
て

第
五
十
八
巻

ノ、-̂
 

第
五
披

四

O 

更
に
ク
ラ
1
ク
に
よ
れ
ば
、
資
本
を
一
定
と
し
て
弊
働
を
順
突
に
追
加
す
る
場
合
に
、
資
本
川
役

E
超
え
た
る
生
産
力
は
努
賃
の

綱
初
を
形
成
し
、
隈
山
首
単
位
の
勢
働
生
産
力
が
勢
貨
の
大
き
さ
を
決
定
す
る
。
反
針
に
弊
働
を
一
定
と
し
て
資
本
を
漸
次
に
増
加
す

る
場
合
に
、
崎
町
村
且
叩
総
額
を
超
え
た
る
部
分
は
資
本
利
子
と
友
り
、
資
本
の
限
外
生
産
力
が
利
子
の
大
き
さ
と
た
る

9

し
か
も
双
方

の
場
合
に
於
け
る
畑
町
働
の
生
産
力
と
努
貨
の
抽
抑
制
と
が
相
均
し
〈
、
資
本
の
生
応
力
と
資
本
利
子
制
と
が
相
等
し
〈
な
る
結
に
於
い

て
、
持
働
長
よ
ぴ
資
本
の
生
産
力
と
持
貨
告
よ
ぴ
利
子
が

一
義
的
に
定
ま
る
と
一
吉
ふ
白
で
あ
る
。

こ
の
放
に
ク
ラ

I
ク
に
よ
れ
ば
、
各
企
認
の
聞
は
同
よ
り
各
産
業
に
於
け
る
勢
働
長
上
ぴ
資
本
の
限
邦
生
産
力
が
均
等
と
在
る
理

で
あ
り
、
又
己
の
知
に
於
い
て
弁
賃
訟
よ
ぴ
利
子
が
決
定
さ
れ
る
舎
で
あ
る
。
と
れ
は
持
働
と
資
本
と
が
代
詩
甘
さ
れ
補
償
さ
れ
得
る

限
り
に
於
い
て
、
雨
者
の
限
外
生
産
力
が
一
牛
均
苫
れ
る
己
と
を
意
味
し
、
い
は
ゆ
る
生
産
力
漸
減
の
傾
向
民
基
づ
〈
と
と
ろ
の
、
限

「
注
)

再
生
応
力
均
等
の
法
則
を
戸
市
す
も
の
に
他
た
ち
左
い
。
そ
し
て
此
事
は
放
川
湖
減
な
ら
び
に
限
界
殻
別
均
等
の
法
則
が
、
生
産
両
に

於
け
る
支
現
在
い
し
樋
川
に
過
ぎ
な
い
と
左
は
岐
に
述
べ
た
泊
り
で
あ
る
。

(
刊
)
或
ゐ
A

官
業
主
悼
の
生
理
資
力
を
S

こ
し
、
内
々
の
川
誌
に
向
げ
ら
れ
る
共
の
部
分
を
ば

1
-
1・
A

ざ
す
れ
ば
、

ω
1
九
十
〕
司
、
+
に
+

い
さ
荏
費
用
M

J

1

唱
え
品
、
υ
得
ら
れ
る
生
市
h
M

の
部
分
を
ぱ
、

3
J
J
J
4
5

三
ナ
れ
ば
、
央
自
如
き
場
告
に
獲
得
せ
ら
れ
る
生
産
力
が

切

肉

、

島

〈

4

q

-

-

A

山々
，、

最
!
?
な
る
。
即
ち

Z

H

刻
、
』
日
札

H

こ
れ
が
限
界
生
活
力
均
等
法
則
唱
歌
月
中
的
立
表
現
で
あ
り
、
又
そ
り
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て
此
由
法
則
は
、
最
大
利
潤
O

法
則
(
F
P
君
主

Z
Z皇后
E

F
3
E
)
又
は
生
成
者
協
制
最
大
由
時
川
亡
、
Z
L
Z
E
E
-
z
で
『
宣
言

B
P
F
Z
)
ざ
も
呼
ぶ
と
さ
が
出
車
る
で
あ
ら
う
。

例
し
な
が
ら
多
数
の
生
産
別
貨
が
複
雑
友
附
係
の
下
に
結
合
せ
ら
れ
て
生
産
が
行
は
る
t
h

場
合
、
と
れ
に
協
働
ず
る
各
生
産
財
の

生
町
力
そ
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
計
算
す
る
己
と
は
、
却
論
的
に
も
容
易
た
ら
ざ
る
の
み
な
ら
十
、
同
一
生
産
財
が
種
々
の
生
産
物
を
造

出
ナ
場
合
、
邸
ち
生
産
部
門
を
具
に
す
る
同
種
生
丙
仙
川
の
告
白
カ
の
相
違
を
、
如
何
に
し
て
決
定
す
る
か
は
困
難
た
問
題
で
あ
る
。



し
か
も
岡
崎
凶
作
生
吊
力
沈
は
或
る
生
ぷ

M
U
倒
的
惜
の
決
定
に
就
い
て
、
他
の
生
産
財
貨
D
債
格
を
一
定
の
も
の
と
し
て
前
提
す
る
。
白

ち
点
る
生
市
川
一
単
一
恨
の
追
加
が
、
他
の
事
情
に
礎
化
泣
く
し
て
増
加
し
件
る
生
産
物
の
債
格
を
以
っ
て
、
そ
の
限
非
生
産
力
を
測

定
せ
む
と
す
る
。
け
れ
ど
も
此
事
は
綿
て
の
生
高
財
の
聞
に
補
償
問
剛
係
(
同
」

Z
L
F
E
E
E
E与
が
成
立
し
、
一
生
産
財
の
柚
削
減
は

何
等
か
の
形
態
の
下
に
、
他
の
生
時
財
の
附
減
に
依
っ
て
机
協
せ
ら
れ
料
る
と
と
を
前
提
と
す
る
。
例
へ
ば
機
械
と
弊
働
と
白
如

〈
、
機
U

刊
を
以
つ
で
H
W
働
の
減
少
を
怖
ふ
と
い
ふ
制
悦
附
係
は
、
必
宇
し
も
常
忙
如
何
友
る
生
産
財
の
聞
に
も
成
立
す
る
と
は
限
ら

た
い
。
焔
布
の
生
庁
叫
に
於
け
る
締
結
の
如
〈
、
前
者
の
一
定
設
を
生
産
す
る
筑
に
'
は
後
者
四
一
定
量
を
必
量
と
す
る
が
如
き
場
合
に

こ
れ
に
よ
っ
て
綿
布
の
生
産
が
増
加
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
宇
、

綿
布
の
生
根
荒
を
附
加
す
る
慌
に
は
、
山
川
に
必
中

Mm絡
の
附
加
宇
一
必
裂
と
す
る
E
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
或
射
の
生
市
町
一
に
於

は
、
た
と
ひ
他
の
生
崎
財
た
と
〈
ば
持
倒
を
榊
加
す
る
、
と
し
て

Z
、

い
て
、
新
た
に
生
曜
せ
ら
る
べ
き
此
財
の
一
同
単
位
の
内
に
含
ま
る
べ
吉
各
生
原
財
の
数
量
、
印
ち
謂
は
ゆ
る
生
産
係
数
{
円
。

5
5
Z

L
T主
主
声
。
ロ
)
が
一
定
た
る
場
合
の
一
例
で
あ
っ
て
、

E
の
場
合
に
は
生
夜
財
貨
の
附
に
制
償
闘
係
が
存
在
し
な
い
。
叉
た
と
ひ
生

弔
問
市
教
が
一
定
た
ら
ざ
る
場
合
に
於
い
て
も
、
制
悦
附
係
府
I
'
i

山
陀
存
在
す
る
と
は
隈
ら
た
い
。
例
へ
ば
紡
総
工
場
に
於
い
て
工
場
を

日
加
す
る
も
、
機
械
そ
の
他
の
生
古
川

M
E品
川
町
加
し
友
け
れ
ば
、
生
庄
数
量
の
増
加
を
期
待
し
件
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
混
同
外
生
産
力
説
は
、
生
産
財
貨
の
術
償
闘
係
秒
一
前
提
と
す
る
も
の
で
、
い
は
ゆ
る
怖
償
闘
係
白
存
夜
は
、
生
南
係
数
D

穏
化
が
採
り
作
る
一
場
合
に
過
ぎ
友
い
。
し
か
も
一
生
荷
物
の
生
産
係
数
は
、
或
は
共
の
生
南
数
品
川
一
江
拘
ら
宇
一
定
で
あ
り
、
或
は

生
点
数
量
に
比
例
し
て
増
減
す
る
。
故
に
限
外
生
注
力
誌
は
此
射
に
於
い
て
京
大
た
る
制
限
を
受
け
る
。
け
れ
ど
も
終
極
生
産
財
の

倒
俗
却
ち
(
開
始
)
所
得
の
形
成
を
支
配
す
る
根
本
原
則
は
、
狛
ほ
此
読
に
依
擁
す
る
も
の
、
如
〈
で
あ
る
。
即
ち
『
銃
に
静
態
に
就

は
、
各
生
産
財
の
償
格
が
共
の
限
界
生
応
力
忙
於
い
て
定
ま
る
各
種
の
所
得
種
類
た
と
へ
ば
狩
銀
も
地
代
も
皆

牛一応

M
U
償
絡
に
他
た
ら
ね
。
従
っ
て
所
得
は
供
給
す
る
生
産
財
の
限
界
生
産
力
に
よ
っ
て
定
ま
る
、
と
い
ふ
原
則
が
安
配
す
る
。

い
て

致
問
漸
輔
の
法
則
て
其
系
に
就
い
て

第
五
十
八
巻

，、

:it 

第
五
競

四



設
用
潮
時
四
法
則
さ
其
果
に
就
い
て

地
用
主
十
八
巻

第
五
担

ノ、

O 

P耳

け
れ
ど
も
現
貨
の
経
済
が
動
態
で
あ
る
か
ら
、
動
態
に
於
け
る
所
得
が
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
か
を
説
明
や
る
必
要
が
あ
り
、
文
己
れ

が
明
に
せ
ら
れ
宇
し
で
は
、
企
#
利
潤
を
没
明
ず
る
乙
と
も
出
世
界
ね
。
』
し
か
も
『
売
だ
静
態
に
あ
っ
て
は
限
界
生
産
力
と
平
均
生

濯
力
と
D
均
等
が
あ
り
、
債
格
の
糟
額
は
費
用
品
機
額
に
等
し
い
と
い
ふ
閥
係
が
あ
る
だ
け
に
過
ぎ
血
。
而
し
て
企
業
利
潤
は
一
定

の
生
産
財
の
債
格
で
は
泣
い
け
れ
ど
も
、
す
べ
て
の
生
庵
財
白
債
格
が
其
の
限
凶
作
生
産
力
に
於
て
定
ま
る
こ
と
の
結
果
で
あ
る
以

k
、
こ
れ
を
も
そ
れ
に
よ
っ
て
説
明
す
る
と
と
忙
在
る
』
り
で
あ
る
。
此
故
に
限
界
生
産
力
説
は
、
生
産
財
の
債
格
す
左
は
ち
所
得

の
形
成
を
支
配
す
る
鹿
本
原
則
聖
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
共
限
り
に
於
い
て
生
底
力
漸
減
な
よ
び
限
界
生
産
力
均
等
の
法

則
に
依
球
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
泊
費
に
於
け
る
枝
川
の
諸
法
則
が
生
産
に
遁
刑
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
ね
、
と
言
ふ
こ
と
が

山
川
山
市
る
と
信
宇
る
。

回

代
用
の
法
則
と
グ
レ
ッ
シ
ャ
ム
の
法
則

生
産
白
方
面
に
於
け
る
生
斑
力
漸
減
お
よ
び
限
界
生
産
力
均
等
の
法
則
は
、
資
陀
消

費
の
方
耐
に
於
け
る
放
問
漸
減
長
よ
ぴ
限
界
放
刑
均
等
の
法
別
た
る
性
格
を
も
つ
も
の
で
、
雨
者
は
異
名
同
質
の
法
則
に
過
ぎ
な

い
、
と
視
る
ぺ
雪
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
つ
そ
し
で
此
の
法
則
が
慣
格
と
従
別
た
い
し
生
産
力
と
の
聞
に
於
け
る
、
密
接
に
し
て
離
る

以
上
に
於
い
て
明
ら
か
に
し
た
る
が
如
〈
、

べ
か
ら
ざ
る
微
妙
た
閥
係
を
一
示
す
も
の
た
る
限
り
、
更
に
烹
要
た
お
諸
法
則
を
導
く
も
の
で
あ
る
と
忠
は
れ
る
。
そ
の
主
要
注
も
の

と
し
て
、
代
用
の
法
則
ム
」
債
格
相
附
の
法
則
と
を
皐
げ
る
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
n

い
は
ゆ
昌
代
用
の
法
則
は
、
そ
の
閣
有
の
意
味
に
於
い
て

同
一
刻
の
各
翠
-
位
が
共
の
性
質
ゐ
よ
ぴ
数
量
が
同
一
で
あ
っ
て
、

完
全
に
相
互
に
代
替
し
得
る
事
質
を
指
稿
ず
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
損
充
せ
ら
れ
て
種
々
の
相
異
る
則
貨
が
、
同
様
の
消
費
目
的
に

充
用
さ
れ
得
る
E
と
、
従
っ
て
其
敦
れ
か
一
方
の
獲
得
は
他
方
の
入
手
を
不
必
要
た
ら
し
め
る
関
係
を
も
包
含
す
る
に
至
っ
た
。
そ

高田保馬著、第二組済唱.lm[肯二三プL一二四O頁a3) 



れ
故
に
現
に
一
一
言
し
た
と
と
ろ
の
、
生
産
財
貨
の
間
に
於
け
る
補
償
関
係
も
亦
、

一
の
代
用
閥
係
に
他
た
ら
一
な
い
と
言
ふ
己
と
が
出

来
る
で
あ
ら
う
。
か
〈
の
如
き
代
用
闘
係
と
他
方
に
於
い
て
多
数
の
財
貨
が
、

同
様
の
生
産
要
素
ず
な
は
ち
生
産
財
を
共
通
に
す

る
、
と
い
ふ
結
縁
関
係
(
〈

mZE--E-5ご
と
に
よ
っ
て
、
綿
て
の
財
貨
は
互
に
筏
健
在
相
互
依
存
の
関
係
を
持
っ
て
ゐ
る
。
従
っ
て

一
財
の
慣
栴
D
受
動
は
、

直
ち
に
他
財
の
慣
持
陀
影
山
持
す
る
の
で
あ
っ
て
、
か
ι-A

る
闘
係
は
恩
十
者
が
名
付
け
て
『
債
絡
相
閥
白
法

則
』
と
呼
ぶ
と
E
ろ
の
も
の
で
あ
る
が
、
財
貨
の
慣
栴
は
什
ハ
の
数
量
の
函
数
で
あ
り
、
又
そ
の
数
量
は
債
格
の
函
数
で
も
あ
る
か

ら
、
乙
の
法
則
は
宮
に
財
貨
の
債
格
に
就
い
て
の
み
た
ら
宇
、
生
産
量
・
消
費
量
た
E
t経
済
的
数
量
D
全
般
に
亙
っ
て
成
立
ナ
る
A
m
J

の
で
あ
る
。
併
し
た
が
ら
既
に
述
ベ
た
る
が
如
〈
、
限
界
放
問
た
い
し
限
界
生
産
力
の
均
等
法
則
の
内
容
に
は
、
と
れ
等
の
法
則
が

含
ま
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
E
れ
は
要
す
る
に
共
の
一
首
然
の
展
開
で
あ
り
、
モ
の
師
結
で
あ
り
結
果
で
あ
る
に
過
ぎ
た
い
。
故
に

E
れ
等
の
も
の
は
根
本
法
則
の
系

E
た
す
、
と
一
ゴ
ム
E
と
が
出
来
る
と
忠
ふ
。

生
産
力
漸
減
治
上
ぴ
限
界
生
産
力
均
等
の
法
則
が
、
貨
は
放
周
期
削
減
台
よ
び
限
界
殻
刑
均
等
の
法
則
に
他
社
ら
宇
と
い
ふ

こ
と
は
、
同
様
D
法
則
が
流
通
の
方
町
医
於
い
て
も
適
用
さ
れ
得
る
己
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
既
に
限
界
技
用
均
等
の
法
則

が
貨
に
加
電
限
界
放
用
均
等
の
法
則
陀
遁
ぎ
宇
、
そ
れ
が
財
貨
の
数
量
的
烏
よ
び
時
間
的
危
設
問
。
遁
減
に
就
い
て
受
賞
す
る
と

さ
て
、

Lι

、
即
ち
貨
幣
的
危
貯
請
も
説
明
さ
れ
得
る
と
い
ふ
己
と
は
、
貨
幣
の
主
視
的
交
換
慣
値
も
亦
乙
の
法
則
に
従
ふ
も
の
怒
る
と
と
を

示
れ
の
で
あ
る
札
併
し
訟
が
ち
此
の
方
聞
に
於
い
て
特
に
章
一
要
廷
の
は
代
用
の
法
別
で
あ
っ
て
、
い
は
ゆ
る
『
グ
レ
ッ
シ
ヤ
ム
の
法

則
』
は
買
に
北
ハ
の
別
名
に
他
左
ら
ね
、
と
信
や
る
も
の
で
あ
る
。

グ
ν
ッ
シ
ヤ
ム
の
法
則

2
5吉
ヨ
r
戸
恒
三
)
ほ
、
北
町
一
迎
に
『
百
岡
山
貨
は
良
貨
を
塩
、
五
ず
る
』
(
宮
島
田
自
主
主
4
8
3
E
再
開
。
。
と
と
し
て
示

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
お
る
が
、

E
れ
は
我
が
三
浦
梅
闘
が
『
悪
幣
盛
ん
に
世
に
行
は
る
れ
ぽ
精
金
皆
隠
る
』
と
述
ベ
た
と
E
ろ
に
比
較

し

τ、
話
簡
に
し
て
印
象
力
の
大
き
い
長
所
が
あ
る
け
れ
旦
も
、
そ
O
表
現
が
正
確
で
な
い
と
い
ふ
の
が
遁
誌
で
あ
る
。

挟
用
漸
減
目
法
則
之
其
系
に
就
い
て

第
五
十
凡
巻

六

保
玉
挽

凹
= 
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設
用
漸
減
由
法
則
三
其
系
に
就
い
て

第
五
十
八
巻

棒
五
銃

ノ、

四
I!O 

グ
レ
ヅ
シ
り
ム
の
法
則
は
如
何
な
る
径
路
を
以
っ
て
貸
現
す
る
か
。

『
先
づ
明
碓
な
ら
し
む
べ
き
は
良
貨
悪
貨
白
意
義
と
れ
た

り
α

而
し
て
此
の
同
別
は
要
す
る
に
貨
幣
の
物
質
に
基
づ
〈
も
の
に
し
て
、
泊

mm値
は
同
一
た
る
も
、
物
質
上
よ
り
見
た
る
債
値

ず
な
は
ち
資
質
問
同
位
の
大
な
る
は
良
貨
に
し
て
、
共
小
在
る
は
悪
品
川
J

た
り
と
す

良
質
は
共
の
侵
等
た
る
と
と
を
利
加
し
得
る

機
合
あ
る
に
於
い
て
は
‘
直
ち
に
消
失
し
悲
し
く
は
消
失
せ
ん
と
す
る
も
、
己
の
機
品
川
の
出
現
在
き
に
於
い
て
は
、
依
然
悪
貨
と
並

存
ず
る
も
の
と
す
。
而
し
て
優
等
た
る
己
と
印
ち
寛
賞
伎
の
大
怠
る
と
と
を
利
川
す
る
の
機
品
目
川
現
ず
る
に
於
い
て
は
、
良
質
は
或

は
協
同
せ
ら
れ
、
或
は
錦
解
せ
ら
れ
、
或
は
者
減
せ
ら
れ
、
或
は
剥
鵜
せ
ら
れ
て
共
の
数
同
罰
則
を
減
巴
、
甚
だ
し
き
に
至
り
で
は
残
存

す
る
も
の
絶
無
と
た
る
な
り
。
』

『
向
ほ
i
H
刊に

何
仙
叫
に
此
の
法
則
が
特
に
貨
幣
に
附
す
る
も
の
な
る
や
の
問
題
に
し
て
、
そ
の
解
決
は
之
を
貨
幣

一一一
d
ず
べ
き
は

と
他
の
M
M
貨
と
の
川
に
存
す
右
差
別
に
求
め
ざ
る
を
川
げ
ざ
る
な
り
。
印
ち
一
般
の
財
貨
に
於
い
て
は

d

そ
の
波
別
と
共
の
物
質
と
の

川
に
筒
長
の
附
係
あ
る
を
以
っ
て
、
物
質
の
優
等
た
る
も
D
と
北
(
自
劣
等
な
る
も
O
と
は
‘
自
ら
共
の
交
換
侭
値
を
具
に
せ
ざ
る
を

作
宇
、
仰
と
た
れ
ば
、
物
質
劣
等
忙
し
て
殺
川
小
な
る
財
貨
と
、
物
質
優
等
に
し
て
放
川
大
な
る
財
貨
と
、
そ
の
交
換
債
依
を
同
じ

ふ
す
る
に
於
い
て
仕
、
何
人
も
劣
等
た
る
財
貨
を
求
む
る
も
り
友
け
れ
ば
な
り
。
然
る
に
貨
幣
に
闘
し
で
は
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス

O
言

へ
る
が
如
〈
、
町
人
は
砕
友
商
買
に
し
て
足
後
の
消
費
者
泣
き
を
以
っ
て
、
通
常
の
場
合
に
於
い
て
は
共
の
物
質
の
優
劣
を
徐
ず
る

者
左
く
、
自
己
が
桁
絶
せ
ざ
呂
が
如
〈
他
人
も
之
を
受
鈍
す
る
と
と
を
信
中
る
に
於
い
て
は
‘
た
と
ひ
物
質
に
優
劣
あ
る
と
と
を
知

る
も
特
に
附
加
す
る
こ
'
P
一た
L
。
と
れ
則
ち
物
質
を
具
に
し
、
又
は
物
質
白
分
量
の
割
合
忙
差
等
あ
る
貨
幣
が
、
同
一
の
倒
伯
を
以

っ
て
流
泊
し
件
弓
所
以
た
り
と
す
。
斯
の
加
を
」
己
主
は
上
越
の
如
〈
、
貨
幣
以
外
の
財
穴
に
於
い
て
は
殆
ん
ど
不
可
能
の
現
象
比
し

て
、
グ
レ
ッ
シ
ャ
ム
の
法
則
が
仲
刊
に
貨
幣
に
闘
す
る
法
則
な
る
理
由
は
、
と
の
業
主
(
に
存
す
と
謂
ふ
べ
き
た
り
。
』

か
く
の
如
き
が
グ
レ
ツ
シ
ヤ
ム
の
法
則
の
意
義
・
内
在
・
及
び
共
の
資
現
過
棋
で
あ
り
、
又
そ
れ
が
特
に
貨
幣
忙
闘
す
る
法
則
た

詳し〈は、山崎佳央郎著、貨幣銀行問題一斑(明治四五年、大正九年改訂帯補
第四既)第七篇多問。
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り
と
稿
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
併
し
友
が
ら
-
般
的
に
代
川
の
法
川
は
、
財
貨
の
放
川
左
い
し
生
産
力
共
一
債
格
と
が
、
均
術
を
維

持
す
る
限
り
刊
現
せ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

E
の
均
仰
が
失
は
わ
る
が
如
き
場
合
に
の
み
友
商
化
ず
る
白
で
あ
る
。

『
即
ち
一
般
の

叫
川
貨
に
於
い
で
は
、
そ
の
放
別
と
共
の
物
質
と
の
問
児
問
接
の
聞
係
あ
る
を
以
っ
て
、
物
質
の
優
等
た
る
も
の

k
共
D
劣
等
怠
る
も

の
v
h

は
、
自
ら
共
の
交
換
岡
山
位
を
異
に
せ
ざ
る
を
件
宇
」
と
い
ム
の
は
原
則
と
し
て
で
あ
っ
て
、
そ
の
交
換
債
格
し
た
が
っ
て
倒
格

と
佐
川
た
い
し
生
産
力
と
の
不
均
術
は
、
常
に
必
十
し
も
『
貨
幣
以
外
の
財
貨
に
於
い
て
は
殆
ん

E
不
可
能
の
現
象
』
で
は
友
い
。

し
か
も
『
良
貨
は
共
の
優
等
た
る
己
と
を
利
用
し
得
る
機
合
あ
る
に
於
い
て
は
、
直
ち
に
消
失
し
若
し
く
は
消
失
せ
ん
と
す
る
も
、

こ
の
機
命
日
の
問
現
た
き
に
於
い
て
は
、
依
然
悪
貨
と
並
存
す
る
も
の
と
す
』
る
が
如
〈
、

生
産
力
忙
於
い
て
、
そ
の
優
等
友
る
己
と
を
利
用
し
得
る
機
合
あ
る
に
於
い
て
は
、
'
凶
ち
偲
格
、
「
一
殻
刑
-
泣
い

L
生
産
力
と
の
不
均
衡

が
成
立
す
る
陀
於
い
て
は
、
立
ち
に
他
財
と
代
替
さ
れ
む
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
t
h

る
機
九
日
日
の
刊
現
主
昔
に
於
い
て
は
、
依
然

と
し
て
各
財
貨
は
並
存
ず
る
も
の
た
の
で
あ
る
。
唯
だ
交
換
財
た
る
貨
幣
と
生
産
周
た
い
し
消
費
財
た
る
一
般
の
財
貨
と
り
性
格
の

一
般
の
財
貨
も
侭
絡
ま
た
は
J

妓
用
た
い
し

• 
品
品
川
具
に
依
っ
て
、
代
枠
の
羽
詰
現
態
様
に
多
少
の
持
型
化
あ
る
に
過
ぎ
友
い
の
で
あ
る
。

E

の
故
に
グ
レ
ッ
シ
ヤ
ム
の
法
則
は
、
貨
に
代
川
の
法
則
白
貨
幣
耐
に
於
け
る
別
名
で
あ
る
・
と
言
ふ
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

け
だ
し
此
の
法
則
は
、
貨
幣
一
の
宮
J

河
川
旧
他
と
共
の
交
換
能
力
た
る
泊
川
低
値
と
の
不
均
衡
が
問
題
と
た
る
が
如
き
場
合
に
閲
す
る
も

の
で
、
そ
れ
は
一
股
の
財
貨
に
就
い
て
共
の
慣
格
と
殺
川
左
い
し
生
産
力
と
の
不
均
術
が
問
題
と
た
る
が
如
き
場
A
?と
同
様
だ
か
ら

で
あ
る
。
従
っ
て
之
を
逆
に
言
へ
ば
、
ク
レ
ッ
シ
ャ
ム
の
法
則
は
雷
に
貨
幣
に
闘
す
る
法
則
た
る
の
み
な
ら
宇
、
ま
た
一
般
の
財
貨

可き

L

ず
な
は
ち
泊
究
財
干
生
高
川
川
は
同
よ
り
、
世
出
〈
勤
労
に
就
い
て
も
迎
用
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
‘
と
言
ふ
己
と
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

E

O出
2
・
時
に
於
い
て
グ
レ
ァ
シ
ヤ
ム
の
法
則
は

一
回
肘
氏
〈
且
つ
根
本
的
友
代
別
の
法
則
が
、
貨
幣
の
一
由
に
於
い
て
品
出
現
す
る
場
合

に
過
ぎ
た
い
、

と
す
る
の
を
受
営
左
り
と
考
へ
る
も
の
で
あ
り
、
綜
合
的
か
っ
包
括
的
に
把
握
し
得
る
と
信
宇
る
も
の
で
あ
る
。

放
用
漸
械
d
法
則
之
其
系
に
就
い
て

僚
主
十
八
巻

六

傍
玉
競

四
ヨ王




